
 

 

日時：平成 30年 6月 11日（月）13:00～15:00 

場所：ＫＫＲホテル 福寿の間    

 

会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 報告 

・第２７回特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議石垣部会の報告 

［資料-1］ 

 

４ 議事 

（１）第１０回天守閣部会における主な指摘事項と対応状況について 

［資料-2］ 

（２）大天守の屋根形状の検討について[資料-3] 

（３）屋根雨水流れ解析について[資料-4] 

 

５ その他 

 

６ 閉会

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議 天守閣部会（第 11 回） 



 

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議 天守閣部会（第１１回） 名簿 

 

日時：平成 30年 6月 11日（月）13:00～15:00 

場所：ＫＫＲホテル 福寿の間    

 

 

（敬称略） 

■構成員 

氏名 専門分野 所属等 出欠 
小野 徹郎 建築学 名古屋工業大学名誉教授 出席 
片岡 靖夫 建築学 中部大学名誉教授 出席 
川地 正数 建築生産 川地建築設計室主宰 出席 
瀬口 哲夫 近代建築史、まちづくり 名古屋市立大学名誉教授 出席 
西形 達明 地盤工学 関西大学名誉教授 出席 
麓  和善 建築史、文化財保存修理 名古屋工業大学大学院教授 出席 

古阪 秀三 建築生産 立命館大学客員教授 出席 

三浦 正幸 日本建築史、文化財学 広島大学名誉教授 出席 

 

・オブザーバー 
氏名 所属等 出欠 

 洲嵜 和宏 愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室室長補佐 欠席 
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■特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議 （第10回天守閣部会） における主な指摘事項と対応

発言者 該当章 該当頁 主な指摘事項 対応

瀬口
古坂
川地

［資料-４］

名古屋城天

守閣整備事

業工程案

ー

・マイルストーンは、天守閣部会におけるマイルストーン、技術的
な決定事項も載せてほしい。
・項目だけでは進捗具合がよくわからないので、ネットワーク工程
表としてほしい。
・次回の部会でも工程表を提示してほしい。

・現状変更許可申請の状況を踏まえて、今後提示させていただきま
す。

資料-2



名 古 屋 城 天 守 閣 整 備 事 業  

   名古屋城天守閣整備事業 
平成30年6月11日 

 

特別史跡名古屋城跡全体整備検討会議 

［ 第11回 天守閣部会 ］ 

 

  

                    

                 [資料-3] 大天守の屋根形状の検討について 

                 [資料-4] 屋根雨水流れの解析について 

                     

 

                        

(資料作成：竹中工務店) 

［資料-３、４ ］ 



名 古 屋 城 天 守 閣 整 備 事 業  

第11回 天守閣部会       １－１  大天守の屋根形状の検討 概要 

 

（１）大屋根 

  大天守の屋根は5層で構成され、５層を入母屋造とし、南北面にそれぞれ4つの千鳥破風と２つの唐破風、東西
面にそれぞれ3つの千鳥破風と１つの唐破風を設けたものとなっている。 

 今回、破風を除いた基盤となる屋根部分を大屋根とよび、形状の検討を行うこととした。 

 

（２）屋根形状の検討材料 

  ①昭和実測図（平面図、立面図、断面図、見上図、部分詳細図、等） 

  ②ガラス乾板写真 

  ③野帳などその他資料 

 

（３）大屋根形状の検討プロセス 

  １）大屋根の基本断面（平の断面） 

    ①昭和実測図の分析 ②屋弛み曲線の作成 ③各層の屋根基本断面図（案）の作成 

  ２）軒反り 

    ①昭和実測図の分析 ②ガラス乾板写真の分析 ③軒反り曲線（トレース曲線）の作成 

  ３）規矩図（検討案）の作成 

  ４）昭和実測図立面図との重ね合わせ確認・調整 

  ５）ガラス乾板写真との比較検証・調整 

  ６）破風など取り合い検証・調整 

  ７）現天守の写真・３Ｄスキャンデータ、竣工図などとの比較検証 

  →現在は「４）昭和実測図立面図との重ね合わせ確認・調整」の段階である。 

 

 

 

        大天守の屋根       [資料-３] 

大天守の屋根形状について 11-001 

 昭和実測図「名古屋城天守二層及三層東側矩計詳細図」を加工 

 南面 ガラス乾板写真「天守閣（焼失）南面」を加工 「名古屋城西北隅櫓修理工事報告書」「第一九図 一重規矩図」を加工 

規矩図 

 古くから日本に伝承された建築技術による作図法に基づき， 

「屋根の基本断面の形状/寸法」と「屋根の軒反り曲線（正面からの見え掛かりの曲線）」
から作図し，屋根の平面図・断面図・立面図により立体形状を求め、表現した図面を 

 本章では「規矩図」と呼ぶこととした。 

 

 

三層部分 

二層部分 



名 古 屋 城 天 守 閣 整 備 事 業  

第11回 天守閣部会       １－２   大屋根の基本断面 

 

 １） 昭和実測図（断面図・断面詳細図）の分析  

    昭和実測図において大天守の屋根の断面形状は断面図・断面詳細図に表現されている。そこで、大屋根

の断面を設定する根拠として、以下のポイントを中心に実測図の分析を行った。 

     なお、図面上表現されている部分は限定されるため、「実測図上の線を延長」「漆喰部分の塗り厚を仮

定」など一部想定しながら分析を行った。 

    ■分析のポイントと結果 

     ①屋根の勾配 

  → 5寸～6寸勾配 程度であり、上層にむかい急になる傾向が見受けられる。 

     ②屋根表面の断面曲線（屋弛み曲線）の形状 

      → 屋根表面の断面曲線形状は二層と五層の詳細図によく表れおり、その屋弛み曲線は 

        二層と五層で一致した。これを「名古屋城大天守 屋弛み曲線」とした。 

        （五層 引渡し：弛み深さ＝1：0.021） 

     ③軒の出・出桁の出寸法 

      → 初    層  入側柱～出桁：３尺程度 、 出桁～軒先：３尺程度 

        二、三、四層  入側柱～出桁：３尺程度 、 出桁～軒先：４尺程度 

        五    層  入側柱～軒先：６尺程度 

     ④化粧垂木の形状（屋根断面方向） 

      → 一層、五層：直線状 二層、三層：曲線状（四層：図に表れている部分が少なく判断が難しい） 

     ⑤軒の先端（垂木小口（茅負前面）に漆喰塗された部分）の角度 

      → 垂木下端（漆喰塗された部分）に対して矩（直角）から平均で10度程度起きている。       

11-002 

 南面 昭和実測図名古屋城「天守二層及三層東側矩計詳細図」を加工  南面 昭和実測図「名古屋城天守三層南側千鳥破風姿及断面詳細図」を加工 

 南面 昭和実測図「名古屋城天守五層小屋組詳細図」を加工 

大天守の屋根形状について 

二層部分 

        大天守の屋根       [資料-３] 



名 古 屋 城 天 守 閣 整 備 事 業  

第11回 天守閣部会       
11-003 

１－２   大屋根の基本断面 

 

２） 見上図・平面図の分析  

  昭和実測図において大天守の屋根の平面は平面図・見上図に表現されている。そこで、大屋根の平面・断面を 

 設定する根拠として、以下のポイントを中心に昭和実測図の分析を行った。 

 ■分析のポイントと結果 

  ①立面図との関係 

   → 全長・反り元ともほぼ一致し、立面図と平面系の図面に規矩的な関係をあてはめることができる。 

  ②見上図と平面図の屋根の平面形状の重ね合わせ 

   → 全長と屋根隅角部の形状もほぼ一致した。 

 昭和実測図「名古屋城天守三層平面図」を加工 

昭和実測図 平面図の分析 

 昭和実測図「名古屋城天守二層見上図」を加工 

昭和実測図 見上図の分析 

大天守の屋根形状について 

        大天守の屋根       [資料-３] 

昭和実測図「名古屋城天守東側立面図」を加工 



名 古 屋 城 天 守 閣 整 備 事 業  

第11回 天守閣部会       １－２  大屋根の基本断面 

 

３） 各層の屋根基本断面図（案）の作成 

  ここまでの分析を元に各層の屋根について基本断面図（案）を作成し、屋根形状検討の根拠とした。 

11-004 大天守の屋根形状について 

大天守 三層屋根基本断面図（案） 

大天守 二層屋根基本断面図（案） 

大天 守初層屋根基本断面図（案） 
 

大天守 五層屋根基本断面図（案） 
 

大天守 四層屋根基本断面図（案） 

        大天守の屋根       [資料-３] 



名 古 屋 城 天 守 閣 整 備 事 業  

第11回 天守閣部会       
11-005 

１－３   大屋根の軒反り 

 

 １） 昭和実測図（立面図）の分析  

    昭和実測図において大天守の屋根の立面形状は立面図に表現されている。そこで、大屋根の立面形状を

設定する根拠として、以下のポイントを中心に実測図の分析を行った。 

    ■分析のポイントと結果 

     ①屋根先端（裏甲前面下端に漆喰塗がされた部分：右図の▲印）の反りあがりの形状 

      → 各層とも屋根隅角部で曲線で反りあがる。中央部は水平な直線となっている。 

      → 五層の反りあがりの曲線と各層の曲線は、ほぼ同一であった。 

     ②屋根先端の曲線部分と直線部分の切り替わりの位置（反り元） 

      → 下図に示す。（赤線：反りあがりの曲線、青線：水平直線部） 

  

昭和実測図「名古屋城天守東側立面図」を加工 昭和実測図「名古屋城天守南側立面図」を加工 

大天守の屋根形状について 

昭和実測図 
「名古屋城天守二層及三層東側矩計詳細図」を加工 

南面 ガラス乾板写真「天守閣（焼失）南面」を加工 

青線：水平（直線部） 赤線：軒反り部 青線：水平（直線部） 赤線：軒反り部 

        大天守の屋根       [資料-３] 

三層部分 

二層部分 



名 古 屋 城 天 守 閣 整 備 事 業  

第11回 天守閣部会       
11-006 

南面 ガラス乾板写真「天守閣（焼失）南面」を加工 東面 ガラス乾板写真「大小天守閣（焼失）東面」を加工 

１－３   大屋根の軒反り 

 

 ２） ガラス乾板写真の分析  

    ガラス乾板写真において大屋根の形状は南面・東面に映されている。そこで、大屋根の立面形状を設定

する根拠として、以下のポイントを中心に写真の分析を行った。 

    ■分析のポイントと結果 

     ① 屋根先端の反りあがりの形状 

      → 各層とも屋根隅角部で曲線で反りあがる。中央部は水平な直線となっている。 

        （直線部には一部波打ち状に上がり下がりは見受けられる） 

     ② 屋根先端（裏甲前面下端に漆喰塗がされた部分）の線における、各層の直線部分の範囲が立面図の 

       傾向と一致するかどうかを検証した。      

      →立面図と一致した。 

  

大天守の屋根形状について 

青線：水平（直線部） 赤線：軒反り部 青線：水平（直線部） 赤線：軒反り部 

        大天守の屋根       [資料-３] 



名 古 屋 城 天 守 閣 整 備 事 業  

第11回 天守閣部会       
11-007 

１－３ 大屋根の軒反り 

 

３） 各層の軒反り 昭和実測図立面図のトレース曲線 

  ここまでの分析を元に各層の屋根についてトレース曲線を作成し、屋根形状検討の根拠とした。 

大天守の屋根形状について 

        大天守の屋根       [資料-３] 

大天守 二層の屋根先端トレース曲線（赤線） 

大天守 初層の屋根先端トレース曲線（赤線） 

大天守 五層の屋根先端トレース曲線（赤線） 

大天守 四層の屋根先端トレース曲線（赤線） 

大天守 三層の屋根先端トレース曲線（赤線） 
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１－４ 規矩図（案）の作成 

 

各層の規矩図（検討案）の作成 

  ここまでの分析を元に各層の屋根について規矩図（検討案）を作成した。 

大天守の屋根形状について 

大天守 二層屋根 規矩図（検討案） 大天守 五層屋根 規矩図（検討案） 

        大天守の屋根       [資料-３] 
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１－５  昭和実測図との重ね合わせ 

 

 昭和実測図（立面図）との重ね合わせ 

 作成した規矩図（検討図）を昭和実測図に重ね合わせ、 

 整合を確認する。 

   

     

       

大天守の屋根形状について 

昭和実測図「名古屋城天守初層見上図」を加工 

昭和実測図「名古屋城天守東側立面図」を加工 

        大天守の屋根       [資料-３] 

初層部分 
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２ – １ 屋根雨水流れ解析 

 

 （１）シミュレーション概要 

 

検討目的： 大天守の屋根には軒樋がなく、降った雨は軒先から下階の屋根へ落ちていき地表へ排水される。

しかし屋根と破風の谷では雨水が集中するため、雨水の層厚によっては適切な雨仕舞対策が必

要となる。現在の城では谷の末端部に縦樋があるが、その機能や能力は不明である。このよう

な城屋根の特殊性から通常の机上検討では設計が難しく、より合理的な検討方法が必要である。 

今回、パース用ＣＡＤデータを使い雨水シミュレーションを実施し、最大降雨時に、屋根に

降った雨が屋根を流れる性状を流体シミュレーションにより再現した。 

下階ほど上階からの雨水が合計されるため、水量の集中範囲や深さなどを確認する。 

計算対象：   西面１/２モデル(南半分) 

降雨の設定：30mm/10min（ 5 ×10-2mm/s） 

雨は上空から雨粒を降らすのではなく、屋根面に水を5×10-2kg/（m2s) で与える。 

（水の密度1000kg/m3×5×10-2mm/s） 

形状の簡略化：屋根の平瓦と丸瓦、樋のみに雨が流れると仮定。 

図 大天守 計算対象範囲 

表 名古屋気象官署 過去最大 降水量 

参考 歴代１位 日最大10分間降水量 

       新潟県 室谷 2011/7/26 

       50mm/10分  8.5mm/分 

7月25 19:20～19:46 １分間降水量 

4  
3  
2  
1  
0 
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雨水層厚 （ｍ） 

11-011 

軒先から雨粒になって下方へ落下 
雨粒の大きさ、数は計算上なりゆき 

２つ下の屋根へは落ちない 

５層、４層の大部分は 
樋で排出 

谷樋垂れ流し 

図  各部拡大図：降雨２０秒後 雨水層厚（コンター） 

 

 

（２） 計算結果-１ 

降雨２０秒後：雨だれ、雨水層厚分布（色コンター）を示す。 

図  降雨２０秒後 雨だれ、雨水層厚（コンター） 

天守四層唐破風 ： 右側谷樋 天守三層千鳥破風 ： 右側谷樋 

天守二層千鳥破風 ： 左側谷樋 天守二層千鳥破風 ： 右側谷樋 

屋根雨水流れ解析について 
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図  降雨１０、２０、３０秒後、雨水層圧比較 

（検証範囲の屋根見下ろし） 

１０秒後 

 

 

（３） 計算結果-２ 

降雨１０、２０、３０秒後：雨水層厚分布（色コンター）を示す。 

 

 

（４） 計算結果-３ 

雨水速度（色コンター）を示す。 

２０秒後 

３０秒後        

雨水層厚 （ｍ) 

                          雨水速度 

（m/s） 

天守四層唐破風 

天守三層千鳥破風 

天守二層屋
根 

天守五層軒 

図  雨水速度 

（検証範囲の屋根見下ろし） 

屋根雨水流れ解析について 
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